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こ
の
度

、
病
院
事
業
管
理
者
・
兼
が
ん
セ
ン
タ
ー
総
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

。

　
私
は
旧
古
川
市
の
病
院
事
業
管
理
者
・
兼
病
院
長
と
し
て
八
年
半

、
大
崎
市
の
初
代
病
院
事
業
管
理
者
と
し
て
一
年
の

、
約
十

年
間
県
北
の
地
域
医
療
に
係
わ

っ
て
来
ま
し
た

。

　
旧
古
川
市
立
病
院
と
新
生
大
崎
市
民
病
院
に
お
い
て
も

、
約
五
年
前
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
病
院
の
活
動
を
助
け
て
い

た
だ
い
て
居
り
ま
す

。
毎
日

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
は
私
と
共
に

、
病
院
玄
関
に
立
ち

、
患
者
様
の
案
内

、
受
診
手
続
き

、

車
椅
子
の
介
助

、
等
の
仕
事
を
助
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

。
県
北
の
冬
は
寒
い
の
で
す
が

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
方
が
玄

関
で
明
る
く
笑
顔
で

、
優
し
い
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
の
で
患
者
様
も
ホ

ッ
ト
し
て
安
心
さ
れ
て
い
ま
し
た

。
ま
た

、
患
者
様
も

病
院
職
員
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
か
ら
暖
か
い
お
気
持
ち
を
分
け
て
頂
き

、
病
院
全
体
が
明
る
く
な

っ
た
感
じ
が
し
ま
し
た

。

　
人
の
行
為
が
全
て
お
金
で
量
ら
れ
る
世
の
中
で

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
お
心
に
は
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す

。
病
院
職
員

一
同
に
な
り
か
わ
り
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

。

　
仏
教
に
自
利
利
他
と
云
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

。
他
人
に
慈
悲
の
心
を
抱
く
事
は
自
己
を
磨
く
事
に
ほ
か
な
ら
ぬ
事
を
云

っ
た
も

の
だ
そ
う
で
す

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
は
日
本
に
も
昔
よ
り
慈
悲
の
教
え
を
通
し
て
あ

っ
た
心
で
す

。

　
こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
方
に
は

、
本
セ
ン
タ
ー
が
患
者
様
に
益
々
優
し
い
病
院
に
な
り
ま
す
よ
う
に

、
お
力
添
え

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

。

特集　ボランティアってなあに？

　今回は皆さんといっしょに『ボランティアってなあ
に？』を考えてみたいと思います。

ボランティアの意味は？
　　広辞苑には、「自分から進んで社会的事業など
に参加する人」と載っています。

ボランティアは　やらないとダメ？
　　ボランティアは、自分がやりたいと思ったとき始
めて活動の成果が得られます。
無理せず、永く続けることが大切です。

ボランティアは誰がしているの？
　　 ごく普通の人が、出来る範囲で出来ることを
やっています。

病院ボランティアとして必要なことは？
　　病院の理念にあわせ、他の人と協力して活動を
するため、協調性が必要です。
また、守秘義務を理解し守れることも必要です。

がんセンターでのボランティアは何をしているの？
　　患者さんやご家族のために、あたたかい潤いの
ある環境つくりや、不安な気持ちを和らげるお手伝
いをしています。

ボランティアをして良かったことは？
　　ボランティア「ひだまり」のスタッフに聞いてみま
した。

。自分の役割が見つかった気がします。（Ｓ・Ｓ）
。患者さんのためになる仲間が増えたことが良かっ
たところです。　　　　　　　　　　　　　（Ｔ・Ｆ）
。社会活動をすることで、視野が広がりいろいろな
経験ができたところです。　　　　　　　（Ｋ・Ｏ）

病院には、ボランティアでなければできないことが
たくさんあります。
これからも、温かい手と心で活動を続けていきたい
と思います。
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今
年
の
夏
は

、
暑
い
夏
に
な
り
そ
う
で
す

。
今
号
の
特
集

「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

っ
て
な
あ
に
？

」
は

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機

会
で
す

。
私
も
原
点
に
も
ど
り

、
新
鮮
な
気
持
ち
で
や

っ
て
い
け
た
ら

と

、
思

っ
て
い
ま
す
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　外来活動をしていたある日のこと、一枚の紙を手渡された。それには「タク
シーを呼んでください」と書かれてありました。
とっさに、私の手は動いていました。
  「はい、わかりました。電話をかけてきます。どこのタクシー会社がいいで す
か。」
　瞬間、彼女は笑顔になって、手話で応じてくれました。
「どこでも　かまいません」「少々　お待ちください」
そして、帰り際に
「どこまで、行きますか？」
「名取駅まで」
その旨を運転手さんに伝え
「どうぞ、お気をつけて」
「ありがとう」

　これだけの会話でしたが、手話を通して、私は確実に彼女と話ができたので
す。私の手話をわかって頂けたことが嬉しく、私の方こそ「ありがとう」の気分で
した。
　手話を続けようか悩んだ時期もありましたが、これからも「手話」を通し、ことば
のもつ「心」を学んでいきたいと思っている昨今です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　遠藤　典子　）

～ボランティアさんへ～
ある患者さんからのお手紙です。
・・花活け活動によせて・・
　もし、病院のなかにこれらの生き生きとした花々がなかっ
たら、どんなに寂しいものか分かりません。こらからも、皆
様もお体に気をつけて、この愛の贈り物を続けて下さい。

～ある日の活動日誌から～
　○月○日　　（緩和ケア病棟花活け）
お花が大好きだという患者さんが、お話をしにいらっしゃ
いました。お花の名前を聞いてみたり、楽しいひと時を
過ごされたように思い、私も嬉しくなりました。

　○月○日　　　（外来案内）
玄関の正面に、車を止めたままの方がいて、他の車の
じゃまになっていました。ちょっと、怖い感じの人だった
ので、声をかけられませんでした。

7/17～7/31
8/7～8/21
8/28～9/11
9/18～10/9

8/31
10/15

毛利隆志　色鉛筆画展
落合仁子　シルクフラワー展
菊地尚　茶掛け作品展
ペンタックスファミリー南東北支部写真展

第28回ロビーコンサート　「ギターサークル杜」
第29回ロビーコンサート「渡辺一世　ピアノコンサート」

ギャラリー・イベント予定


